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３３
光寿保育園で保護者や祖父母を招いてお茶会光寿保育園で保護者や祖父母を招いてお茶会

今春卒園のきりん組11人がお茶のおもてなし今春卒園のきりん組11人がお茶のおもてなし

光寿保育園で保護者や祖父母を招いてお茶会

今春卒園のきりん組11人がお茶のおもてなし

今日は私達がおひなさま今日は私達がおひなさま今日は私達がおひなさま
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公
益
の
た
め
、
多
額
の
私
財
を

寄
附
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
下

野
西
の
興
梠
功
さ
ん
（
76
）
が
紺
綬

褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

興
梠
さ
ん
は
、
平
成
19
年
か
ら

の
３
年
間
を
掛
け
、
町
に
総
額
３

千
24
万
円
を
寄
附
。
寄
付
金
は
興

梠
さ
ん
の
希
望
に
よ
り
基
金
に
積

み
立
て
ら
れ
、
平
成
20
年
３
月
31

日
施
行
の
「
高

千
穂
町
興
梠

功
育
英
資
金

貸
付
基
金
条

例
」
に
基
づ
き

大
学
生
の
奨

学
資
金
と
し

て
運
用
さ
れ

て

い

ま

す
。

３
千
24
万
円

は
、返
還
金
額

な
ど
を
考
慮
し
、
３
人
の
学
生
が

毎
月
３
万
円
の
奨
学
金
を
受
け
る

の
に
必
要
な
金
額
と
な
り
ま
す
。

　

昭
和
10
年
生
ま
れ
の
興
梠
さ
ん

は
、
満
１
歳
の
頃
に
肋
膜
炎
を
患

い
約
１
年
間
入
院
。
一
度
は
医
者

か
ら
「
助
か
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と

言
わ
れ
る
程
の
病
状
だ
っ
た
も
の

の
、
厳
し
い
農
業
経
営
の
中
で
両

親
が
献
身
的
に
看
病
し
て
く
れ
た

お
陰
も
あ
り
無
事
回
復
。
高
校
卒

業
後
は
進
学
を
希
望
し
つ
つ
も

「
迷
惑
と
苦
労
を
掛
け
た
両
親
に

早
く
楽
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い
」
と

い
う
思
い
か
ら
、そ
れ
を
断
念
。
働

き
な
が
ら
通
信
制
の
大
学
に
入
学

し
た
も
の
の
、
牛
馬
で
耕
す
時
代

に
農
業
と
の
両
立
は
難
し
く
退

学
。
そ
の
後
臨
時
職
員
か
ら
役
場

に
勤
務
後
45

歳
で
途
中
退

職
。
現
在
は
上

野
の
旭
ヶ
丘

保
育
園
を
経

営
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
経

験
か
ら
「
未
来

あ
る
若
者
に

は
学
ぶ
機
会

を
与
え
た
い
」
と
、奨
学
資
金
を
寄

附
さ
れ
ま
し
た
。

　

紺
綬
褒
章
を
受
け
た
興
梠
さ
ん

は
「
立
派
な
高
千
穂
の
後
継
者
を

つ
く
り
た
い
、
恩
返
し
が
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
か
ら
寄
附
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
今
後
も
人
材
育
成

に
役
立
つ
よ
う
運
用
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
嬉
し
い
」
と
話
し
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

高
千
穂
町
歴
史
民
俗
資
料
館

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
所

蔵
の
古
文
書
か
ら
、
現
在
噴
火
活

動
が
続
く
新
燃
岳
の
享
保
元
年

（
１
７
１
６
年
）
大
噴
火
の
記
述

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
記
述
は
、
高
千
穂
町
文
化

財
保
存
調
査
委
員
の
碓
井
哲
也
さ

ん
（
81
・
下
永
の
内
）
が
発
見
し
た

も
の
で
、
古
文
書
は
五
ヶ
所
村
庄

屋
の
矢
津
田
喜
多
冶
義
廣
が
天
正

10
（
１
５
８
２
）
年
か
ら
弘
化
３

（
１
８
４
５
）
年
ま
で
の
事
件
を
記

録
し
た
「
珍
書
雑
記
」
。
記
述
部
分

は
向
山
村
庄
屋
の
飯
干
栄
左
衛
門

が
持
っ
て
い
た
同
庄
屋
の
飯
干
覚

野
右
衛
門
の
記
録
を
、
七
折
村
の

佐
藤
伊
兵
衛
が
書
き
写
し
、
さ
ら

に
そ
れ
を
天
保
６
（
１
８
３
５
）
年

に
矢
津
田
喜
多
冶
義
廣
が
宮
水
代

官
所
に
て
書
き
写
し
た
も
の
。

　

原
文
記
述
は
「
享
保
元
、十
月
頃

よ
り
霧
島
だ
け
殊
の
外
の
火
石
三

万
石
。
外
に
す
な
に
て
う
も
る
事
。

こ
こ
元
よ
り
火
見
ゆ
る
。
明
る
三

月
し
づ
ま
る
。
」
と
い
う
内
容
。
低

い
場
所
か
ら
は
到
底
見
え
る
は
ず

も
な
い
こ
と
か
ら
、文
中
の
「
こ
こ

元
」
と
は
、向
山
村
庄
屋
で
は
な
く

近
く
の
標
高
の
高
い
場
所
、
例
え

ば
諸
塚
山
な
ど
の
山
頂
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
「
霧
島

だ
け
」
と
あ
る
の
は
、享
保
元
年
に

新
燃
岳
が
噴
火
し
て
大
火
砕
流
に

よ
り
大
き
な
被
害
が
出
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
新
燃
岳
を

さ
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

遠
く
離
れ
た
高
千
穂
町
か
ら
で
も

火
が
見
え
た
と
い
う
記
述
か
ら
、

当
時
の
噴
火
規
模
の
大
き
さ
を
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
も
周
期
的
に
噴
火
を
続
け

る
新
燃
岳
。
一
日
も
早
い
沈
静
化

を
願
い
た
い
も
の
で
す
。

　　

地
元
の
商
店
や
企
業
が
連
携
し

て
情
報
発
信
や
休
憩
場
所
な
ど
を

提
供
す
る
「
高
千
穂
神
々
の
里
ま

ち
の
駅
」（
首
藤
征
紀
代
表
・
30
店

舗
）
加
盟
店
で
は
、通
り
を
歩
く
人

達
に
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら
え

る
雰
囲
気
を
演
出
し
よ
う
と
、
３

月
一
杯
店
内
に
華
や
か
な
ひ
な
飾

り
や
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど
を
置
く

取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

首
藤
代
表
は
「
口
コ
ミ
で
手
作

り
の
作
品
な
ど
が
持
ち
込
ま
れ
る

な
ど
、
地
域
の
繋
が
り
も
広
が
り

好
評
で
し
た
。
今
後
も
端
午
の
節

句
や
七
夕
な
ど
、
季
節
に
応
じ
て

様
々
な
取
り
組
み
が
で
き
れ
ば
」

と
、
今
後
の
活
動
活
性
化
に
期
待

を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

興梠功さんと妻の恭子さん

立
ち
寄
り
や
す
い
雰
囲
気
に
と

立
ち
寄
り
や
す
い
雰
囲
気
に
と

ま
ち
の
駅
に
ひ
な
飾
り

ま
ち
の
駅
に
ひ
な
飾
り

ゆ
き
と
し

興
梠
功

興
梠
功
さ
ん
さ
ん
（
下
野
西
）

（
下
野
西
）
に
紺
綬
褒
章

に
紺
綬
褒
章

◎
３
年
を
掛
け
町
に
多
額
の
育
英
資
金
財
源
を
寄
附

◎
３
年
を
掛
け
町
に
多
額
の
育
英
資
金
財
源
を
寄
附

興
梠
功

興
梠
功
さ
ん
さ
ん
（
下
野
西
）

（
下
野
西
）
に
紺
綬
褒
章

に
紺
綬
褒
章

◎
３
年
を
掛
け
町
に
多
額
の
育
英
資
金
財
源
を
寄
附
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雲
海
の
名
所
と
し
て
、
特
に
秋

の
シ
ー
ズ
ン
に
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
る
国
見
ヶ
丘
に
、
雲
海
の
絶

景
写
真
を
配
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
一
昨
年
11
月
に
「
観

光
振
興
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」

と
、
株
式
会
社
千
穂
の
家
代
表
取

締
役
社
長
の
佐
藤
光
義
さ
ん
（
84
）

が
町
に
寄
附
さ
れ
た
１
千
万
円
を

財
源
に
、
３
０
０
万
円
を
掛
け
て

町
が
整
備
し
た
も
の
。
白
御
影
石

製
の
台
座
に
は
、
両
側
に
神
楽
で

用
い
ら
れ
る
彫
り
も
の
の
日
と
月

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
が

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
さ
は
１
メ
ー
ト
ル
で
、
台
座

の
上
に
は
６
分
割
さ
れ
た
幅
１
㍍

50
㌢
、
高
さ
１
㍍
５
㌢
の
陶
板
が

配
さ
れ
、
秋
の
早
朝
、
一
面
に
広
が

っ
た
雲
海
の
絶
景
写
真
が
焼
き
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、海
外
か

ら
の
観
光
客
に
も
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
様
、
日
本
語
、
英
語
、
中
国

語
、
韓
国
語
に
よ
る
説
明
文
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
２
月
10
日
に

完
成
。
町
で
は
３
月
11
日
に
財
源

と
な
る
寄
附
を
い
た
だ
い
た
佐
藤

光
義
さ
ん
を
現
地
に
招
き
お
披
露

目
。
真
新
し
い
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
を
前
に
佐
藤
さ
ん
は
「
こ

ん
な
素
晴
ら
し
い
雲
海
は
毎

日
見
ら
れ
る
訳
で
は
な
い
の

で
、
実
際
に
見
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
お
客
様
に
も
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
そ
う
」
と

完
成
を
喜
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

　

雲
海
の
出
や
す
い
時
期
は

秋
の
９
月
下
旬
か
ら
11
月
下

旬
頃
。
こ
れ
を
見
て
秋
に
は

ま
た
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

て
く
れ
る
こ
と
に
も
期
待
が

高
ま
り
ま
す
。

　

国
道
３
２
５
号
線
河
内
バ
イ
パ

ス
に
架
か
る
河
内
大
橋
（
仮
称
）

の
上
部
工
事
が
進
み
、
３
月
11
日

に
連
結
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
に
は
工
事
関
係
者
や
地
元
公

民
館
長
、
期
成
同
盟
会
役
員
な
ど

関
係
者
約
50
人
が
出
席
し
、
連
結

を
祝
う
と
共
に
残
る
工
事
期
間
中

の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。
ま
た

卒
業
の
思
い
出
に
と
、
地
元
田
原

中
学
校
の
３
年
生
７
人
も
参
加
。

橋
梁
の
中
央
部
に
準
備
さ
れ
た

１
㍍
四
方
の
未
完
成
部
分
で
鉄
筋

の
結
束
作
業
を
行
っ
た
後
、
ミ
キ

サ
ー
車
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
運

搬
し
て
打
設
す
る
一
連
の
作
業
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

建
設
中
の
河
内
大
橋
（
仮
称
）
は

長
さ
４
２
２
㍍
で
、
田
原
中
学
校

近
く
か
ら
亀
頭
山
城
址
下
ま
で
を

緩
や
か
な
カ
ー
ブ
で
繋
ぐ
こ
と
に

な
り
ま
す
。
完
成
す
れ
ば
現
在
よ

り
距
離
に
し
て
０
・
９
㌔
、
時
間

に
し
て
２
・
５
分
の
短
縮
が
図
ら

れ
る
ほ
か
、
急
カ
ー
ブ
や
急
勾
配

箇
所
の
解
消
に
よ
り
、
通
行
の
安

全
性
が
確
保
さ
れ
る
も
の
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

工
事
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、

現
在
の
進
捗
率
は
約
80
％
。
今
後

舗
装
、
照
明
、
防
護
柵
工
事
な
ど
を

経
て
、
早
け
れ
ば
年
内
に
は
開
通

す
る
見
通
し
で
す
。

　

昨
年
10
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
行
わ
れ
た
「
平
成
22
年
国
勢
調
査
」
の
速
報
値
が
２
月
に

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
国
勢
調
査
は
５
年
に
一
度
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
住
民
登
録
の

有
無
に
係
わ
ら
ず
、
そ
の
市
区
町
村
に
現
住
す
る
人
の
性
別
や
年
齢
、
就
業
状
況
や
世
帯
の
構

成
な
ど
を
調
査
し
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
施
策
を
は
じ
め
、
多
種
多
様
に
活
用
さ
れ
る

非
常
に
重
要
な
調
査
で
す
。

　

高
千
穂
町
の
人
口
と
世
帯
数
を
見
る
と
、
人
口
は
１
万
３
７
２
３
人
、
世
帯
数
は
４
７
９
４

世
帯
と
、
５
年
前
の
平
成
17
年
調
査
と
比
較
し
て
人
口
で
１
０
５
５
人
、
世
帯
数
で
１
４
９
戸

減
少
と
い
う
結
果
。
県
全
体
の
人
口
は
１
１
３
万
５
１
２
０
人
で
１
万
７
９
２
２
人
の
減
。
県

内
26
市
町
村
の
内
、
人
口
が
増
加
し
た
の
は
県
庁
所
在
地
の
宮
崎
市
と
、
都
城
市
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
し
て
発
展
す
る
三
股
町
だ
け
で
し
た
。

　

人
口
の
減
少
傾
向
は
、
特
に
中
山
間
地
域
で
大
き
く
、
西
臼
杵
郡
内
３
町
で
の
人
口
減
少
率

は
高
千
穂
町
で
マ
イ
ナ
ス
７
・
１
％
、
日
之
影
町
で
マ
イ
ナ
ス
11
・
３
％
、
五
ヶ
瀬
町
が
マ
イ

ナ
ス
８
・
０
％
と
、
深
刻
な
人
口
減
少
課
題
を
浮
き
彫
り
に
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

佐
藤
光
義
さ
ん
の
寄
付
金
１
千
万
円
を
財
源
に
建
立

佐
藤
光
義
さ
ん
の
寄
付
金
１
千
万
円
を
財
源
に
建
立

国
見
ヶ
丘
に
雲
海
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

国
見
ヶ
丘
に
雲
海
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

佐
藤
光
義
さ
ん
の
寄
付
金
１
千
万
円
を
財
源
に
建
立

国
見
ヶ
丘
に
雲
海
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

国
見
ヶ
丘
に
雲
海
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

お披露目に立ち会う佐藤光義さん（中央）

国勢調査の速報値国勢調査の速報値
本町現住人口は本町現住人口は１３,７２３１３,７２３人

河
内
大
橋
の
連
結
完
了

河
内
大
橋
の
連
結
完
了

河
内
大
橋
の
連
結
完
了

田
原
中
３
年
生
７
人
が
仕
上
げ
作
業
参
加

国
道
３
２
５
号

国
道
３
２
５
号

▼コテを使って最後の仕上げ作業を行う田原中３年生
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　　　区　　　分　　　　支給月額　 国の制度との異同

12,000円を超える
　　　　　　　　　　　　最高
家賃を負担している職員　　　　　　　　 国と同じ
　　　　　　　　　　　　 27,000円
　 （家賃額に応じて）

自宅を新築・購入した職員
　　　　　　　　　　　　      0円　　　国と同じ
 （新築・購入から５年間）

（2）住居手当

（2）時間外勤務手当

　　区　　　　分　　　　 平成21年度　　 平成20年度

支　　給　　総　　額　　 21,179千円　　 32,898千円

職員１人当たり支給年額　　 　 126千円　　　  196千円

③ 一定の時期に支給されるもの
（1）期末・勤勉手当の支給割合（平成22年度）

　区　分　　　期末手当　　　期末勤勉　　　　計

　 6月期　　　1.25月分　　　0.700月分　　1.950月分

　12月期　　　1.35月分　　　0.650月分　　2.000月分

　　計　　　　2.60月分　　　1.350月分　　3.950月分

 加算措置　 主任以上の職員に対して5～15％の加算措置

※期末・勤勉手当の支給率は、国の制度に準じています。

※1　基本的に３ヶ月定期券等の価格による一括支給（年４回支給）

　区　　　分　　　　支給月額　　　 国の制度との異同

　　　　　　　　運賃相当額
交通機関利用者　（１ヶ月当たりの　　　　国と同じ
　　　　　※1 　　限度額55,000円）

　　　　　　　　通勤距離に応じて
自家用車利用者　　　　　　　　　　　　 国と同じ
　　　　　　　　2,000円～24,500円

（3）通勤手当

※特殊勤務手当とは、職員の従事する業務に著しく危険、不快、不
　健康、その他困難であるなどの事実が恒常的にある場合に支給
　される手当です。

職員全体に占める手当支給職員の割合　　　 　 48.4％

職員1人当たり平均支給年額　　　　　　 　　10,922円

手当の種類（手当数）　　　　　　　　　　　　　 8種類

　　代表的な手当名称　 　　支給人員又は額の多いもの

税務事務等従事手当・医師
手当・放射線技師手当・夜
間看護手当・寮母手当・水
道工務手当・救急隊出動手
当など　　

医師手当・夜間看護手当・税
務事務等従事手当・放射線技
師手当・水道工務手当　　

（1）特殊勤務手当（平成21年度実績）

② 勤務に応じて支給されるもの

（2）退職手当の支給割合（平成22年度）

　区　　分　　　　自己都合　　　　　定年（勧奨）

勤 続 20 年 　　　  23.50月分　　　　　30.55月分

勤 続 25 年 　　　  33.50月分　　　　　41.34月分

勤 続 35 年 　　　  47.50月分　　　　　59.28月分

最高限度額 　　　  59.28月分　　　　　59.28月分

加 算 措 置　  定年前早期退職特例措置…2～20％加算

※退職手当の支給率は、国の制度に準じています。
　定年退職時の特別昇給は、廃止しました。

　区　　分　　平成19年　平成20年　平成21年　平成22年

高 千 穂 町　　92.6　　　93.8      94.5      95.4

全国町村平均　　93.9　　　94.2      94.6      95.1      

県内町村平均　　93.4　　　94.1      94.4      94.8      

　地方公務員の給与水準と国家公務員の給与水準を比較す
る一つの方法として、ラスパイレス指数が用いられます。
　ラスパイレス指数とは、地方公務員と国家公務員の給与水
準を、国家公務員の構成を基準として、職種毎に学歴別、経験
年数別に平均給与額を比較し、国家公務員の給与を１００と
した場合の地方公務員の給与水準を示したものです。

■お問い合わせ先■　高千穂町役場総務課人事係　■お問い合わせ先■　高千穂町役場総務課人事係　（電話）73-1200（電話）73-1200　（ＦＡＸ）ＦＡＸ）73-122073-1220■お問い合わせ先■　高千穂町役場総務課人事係　（電話）73-1200　（ＦＡＸ）73-1220

　区　分　　 給料等月額

　　町　長　　666,000円

　　副町長　　549,000円

  　教育長　　529,000円

　　議　長　　307,000円

　　副議長　　237,000円

　　委員長　　225,000円

　　議　員　　217,000円

（22年度支給割合)

　 6月期 1.45月分(1.60月)

　12月期 1.50月分(1.50月)

　　計　 2.95月分(3.10月)

　　15％の加算措置

※町長等の給料（報酬）は、一般職員とは別に、「高千穂町特別職報酬
　審査等審議会」の意見を聞き、町議会の審議を経て条例で定めら
　れます。昨年12月に国の特別職等の期末手当支給率改定に基づい
　て、本町特別職等の期末手当支給率改正がありました。
　（　）内の月数は、議員の期末手当月数です。

給　

料

報　

酬

期末手当

　　　　　　　　　　職員数　　　
　区　 　　分　　　　　　　　　　　　　 主な増減理由
　　　　　　　　21年度　22年度　

　　　議　　会　　 3人　　 3人　　 0人

　　　総務企画　　51人　　48人　▲ 3人　財政・町民・企画減

　　　税　　務　　10人　　10人　   0人　

　　　民　　生　　39人　　38人  ▲ 1人　保育園退職

　　　衛　　生　 　2人　　 2人　　 0人

　　　労　　働　　－　　　－　　　－

　　　農林水産　　28人　　26人　▲ 2人  地籍・農地１名減

　　　商　　工　　 3人　　 3人　   0人　

　　　土　　木　　14人　　14人　　 0人　

　　　小　　計　 150人　 144人　▲ 6人

　　　教　　育　　15人　　15人　　 0人

　　　警　　察　　－　　　－　　　－

　　　小　　計　　15人　　15人　　 0人

　　　病　　院　 101人　 103人　   2人　病院増員

　　　上下水道　　 9人　　 9人　　 0人　

　　　そ の 他　　18人　　18人　　 0人　

　　　小　　計　 128人　 130人　   2人

　　合　　計　　 293人　 289人　▲ 4人

※職員数は一般職に属する職員数で、地方公務員の身分を有する休職
　者、派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いたものです。

一

般

行

政

部

門

特
別
行
政
部
門

公
営
企
業
等
会
計
部
門

対前年
増減数

Ⅳ．給与水準の状況Ⅳ．給与水準の状況

Ⅴ．部門別職員数の状況Ⅴ．部門別職員数の状況（各年度4月1日現在）（各年度4月1日現在）

Ⅵ．特別職の報酬等の状況Ⅵ．特別職の報酬等の状況
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町職員などの給与の状況をお知らせします町職員などの給与の状況をお知らせします町職員などの給与の状況をお知らせします

　町職員の給与については、町議会における給与条例・　町職員の給与については、町議会における給与条例・

予算などの審議を通じてその実態は明らかにされてい予算などの審議を通じてその実態は明らかにされてい

るところですが、町民の皆様のより一層のご理解をいるところですが、町民の皆様のより一層のご理解をい

ただくために給与等の概要をお知らせします。ただくために給与等の概要をお知らせします。

　町職員の給与については、町議会における給与条例・

予算などの審議を通じてその実態は明らかにされてい

るところですが、町民の皆様のより一層のご理解をい

ただくために給与等の概要をお知らせします。

【町職員の給与は】

　町職員の給与は、基本給としての「給料」と「期末・勤勉手

当（いわゆるボーナス）」、扶養手当、住居手当、通勤手当など

の「職員手当」からなっています。

【給与決定のしくみ】

　町職員（町長、町議会議員等の特別職を除く）の給与は、

地方公務員法により、生計費、他の地方公共団体の給与、民

間事業従事者の給与などを考慮して定めることとされてお

り、国家公務員給与についての人事院勧告の内容などを参

考にして、町議会での審議を経て条例で定められています。

Ⅰ．平成21年度人件費の状況（普通会計決算）Ⅰ．平成21年度人件費の状況（普通会計決算）

住民基本　歳 出 額　実質収支　人 件 費　人件費率　（参考）
　　　　　　
台帳人口　   （a）　　　  　　　　 （b）   　（b/a） 前年度
（H22.3.31現在）　　　　千円　　　千円　　　　千円　　 ％　　 ％

14,089人　8,963,770　222,035　1,368,858　15.3   19.3

※人件費には、特別職（町長、町議会議員等）に支給される
　給料（報酬）を含んでいます。

① 職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

※平均給与月額とは、給料に職員手当を加えたものの平均月額で、
　期末・勤勉手当は含まれていません。

　　　　　　　一般行政職（平成22年4月1日現在）
　区　分
　　　　　　平均給料月額　　平均給与月額　　平均年齢

高千穂町　　　3,114百円　　　　3,553百円 　 42.4歳

類似団体　　　3,347百円　　　　3,983百円 　 43.7歳

　 国　 　　　3,400百円　　　　4,085百円 　 42.2歳

③ 一般行政職の経験年数・学歴別平均給料月額の状況

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合
　は、採用後の年数をいいます。

大学卒程度　　267,000円　   302,500円　   365,600円

高校卒程度　　219,300円　　 254,000円　   329,300円

② 一般行政職の初任給の状況（平成22年4月1日現在） （単位：円）

※初任給の額は、卒業後すぐに採用された場合の給料月額で、採用
　２年経過日の給料月額は、採用後標準的な昇給を行った場合です。

大学卒程度　  172,200 　184,200 　172,200 　184,200

高校卒程度　  140,100 　148,500 　140,100 　148,500

採用２年
経 過 日

Ⅱ．平成22年度給与費の状況（普通会計予算）Ⅱ．平成22年度給与費の状況（普通会計予算）

⑤ 一般行政職の級別職員数の状況（平成22年4月1日現在）

※高千穂町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数で、標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当す
　る代表的な職務です。また、平成18年4月より8級制から6級制へ移行しましたので過去のデータについても6級
　制に変換して記載しています。

職員数         12人　　　25人　　　30人　　　36人　　　29人　　　16人 　　148人

構成比　       8.1％　　16.9％　　20.3％　　24.3％　　19.6％　　10.8％ 　　100％

　１年前　    13.7％　　13.7％　　26.8％　　15.7％　　19.6％　　10.5％ 　　100％

　５年前　    13.9％　　16.4％　　12.5％　  26.4％　　19.4％　　11.4％ 　　100％

参
考

④ 特別昇給の状況

※特別昇給とは、普通昇給以上に昇給することをいいます。

区　　分 職員数
（a）

普通昇給期間を短縮し
て昇給した職員数 （b）

比率
（b/a）

平成21年度　 153人　　 　　　　　 　 7人    4.6％

平成20年度　 153人　　 　　　　　 　18人   11.8％

Ⅲ．職員手当の状況Ⅲ．職員手当の状況

① 毎月決まって支給されるもの（平成22年4月1日現在）

　　　　 区　　　　　　　分　　　　　　　支給月額　 国の制度との異同

配偶者　　　　　　　　　　　　　　　　　 13,000円　　　 国と同じ

配偶者を欠くときの扶養親族1人について　  11,000円　　　 国と同じ

配偶者以外の扶養親族             　　　 各6,500円　　　 国と同じ

16歳～22歳の子についての加算措置　　　  各5,000円　　　 国と同じ

（1）扶養手当

※職員数は、平成22年4月1日現在のもので、給与費は平成22年6月
　議会後の予算額です。

  人      千円     千円      千円      千円      千円

162  620,886   93,415  232,839  947,140    5,847

一人当り給
与費(b/a)

職員数
（a）

給　与　費

給 料   職員手当 期末勤勉   計(b)　　

国
　区　　分　　 初 任 給

初任給   採用２年

区　分　　　　１級　　　２級　　　３級　　　４級　　　５級　　　６級　

標準的な
職務内容

主事補
技師補

主事
技師

主任主事
主任技師

係 長
主 査 補佐/主幹 課長/参事

計

経験年数10～
    15年未満

区　　分
経験年数15～
    20年未満

経験年数20～
    25年未満
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ね
ん

き
ん
の
話
年
金
係

年
金
係

年
金
係

◎
佐
藤
イ
ヨ

さ
ん

（
下
野
東
本
組
）

◎
上
田
ヨ
シ
コ 

さ
ん

（
町
区
松
能
橋
）

　

町
区
松
能
橋
の
上
田
ヨ
シ
コ
さ
ん
が
２
月
14
日
、

め
で
た
く
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

明
治
44
年
、
延
岡
市
生
ま
れ
の
ヨ
シ
コ
さ
ん
は
18

歳
で
ご
結
婚
。
岩
戸
の
鉱
山
で
働
く
な
ど
さ
れ
た
後
、

ご
主
人
と
共
に
農
業
と
鍛
冶
屋
の
仕
事
に
励
ま
れ
ま

し
た
。
牛
養
い
も
さ
れ
て
い
た
頃
の
仕
事
を
振
り
返

り
、「
昔
は
中
学
校
の
辺
り
ま
で
牛
の
散
歩
に
行
き
よ

っ
た
」
、「
鍛
冶
屋
の
仕
上
げ
は
主
人
よ
り
う
ま
か
っ

た
で
す
よ
」
と
当
時
を
懐
か
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
手
先
が
器
用
な
ヨ
シ
コ
さ
ん
は
、
数
年
前
ま

で
こ
た
つ
掛
け
を
編
む
な
ど
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
。

最
近
の
日
課
は
、
毎
朝
欠
か
さ
ず
行
う
仏
壇
や
神
棚

の
お
世
話
。
健
康
の
秘
訣
は
よ
く
食
べ
る
こ
と
で
、
食

器
の
後
片
付
け
な
ど
も
こ
な
さ
れ
る
お
元
気
振
り
。

松
能
橋
の
ご
自
宅
で
廣
光
さ
ん
、
ス
ミ
子
さ
ん
と
元

気
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
野
東
本
組
の
佐
藤
イ
ヨ
さ
ん
が
、
３
月
５
日
に

百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
之
影
町
の
長
谷
川
出
身
の
イ
ヨ
さ
ん
は
26
歳
で

下
野
に
嫁
ぎ
、
若
い
頃
は
ご
主
人
と
養
蚕
を
主
体
に

農
業
に
従
事
。
病
気
が
ち
だ
っ
た
ご
主
人
を
支
え
、

一
家
の
大
黒
柱
と
し
て
家
庭
を
守
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
現
在
は
自
宅
で
介
護
ヘ
ル
パ
ー
の
入
浴
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
受
け
て
過
ご
さ
れ
て
い
る
イ
ヨ
さ
ん
。

長
男
の
文
雄
さ
ん
（
73
）
に
よ
る
と
、
良
く
若
い
頃
の

仕
事
の
話
を
さ
れ
、
思
い
出
を
語
ら
れ
る
と
の
こ
と

。
食
欲
も
あ
り
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
か
ら
は
「
ユ
ー
モ
ア

が
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
イ
ヨ
さ
ん
で
す
。

　

結
婚
後
は
３
人
の
子
に
恵
ま
れ
、
現
在
は
孫
が
７

人
、
ひ
孫
が
６
人
。
誕
生
日
に
は
、
百
歳
を
祝
う
綺
麗

な
胡
蝶
蘭
な
ど
が
届
き
、
贈
っ
て
く
れ
た
子
や
孫
の

訪
問
を
楽
し
み
に
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

町と社会福祉協議会では、百歳のお誕生日にご自宅を訪問し、お祝いをさせていただきました。

４月21日

５月19日

６月16日

７月21日

８月18日

９月15日

10月20日

11月17日

12月15日

１月19日

２月16日

３月15日

場所：高千穂町役場 町民相談室

平成23年度の開催予定日程表平成23年度の開催予定日程表平成23年度の開催予定日程表

■時間：午前10時から午後３時

　※受付は８:30から行います

●
ご
相
談
は
ご
予
約
さ
れ
た
日
時
で
行
い
ま
す
が
、

　

混
雑
状
況
に
よ
り
時
間
が
多
少
ず
れ
る
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
毎
月
第
３
木
曜
日
に
開
催
し
ま
す
！

◎
延
岡
年
金
事
務
所
で
は
、
お
客
様
に
会
場
で
お

待
ち
い
た
だ
く
時
間
の
短
縮
の
た
め
に
、
平
成
23

年
４
月
か
ら
「
出
張
年
金
相
談
の
予
約
制
」
を
実

施
し
ま
す
。

　

高
千
穂
町
役
場
で
の
出
張
相
談
日
を
前
に
、
電

話
で
の
ご
予
約
を
お
勧
め
し
ま
す
。

③ご希望会場、ご希望日時、ご相

　談内容、ご相談者様のお名前、

　基礎年金番号、電話番号をお

　伝えください。

④ご来場時に予約した旨をお伝

　えください。

②延岡年金事務所

　０９８２－２１－５４２４

　にお電話ください。

※受付時間 午前９時～午後５時

出
張
年
金
相
談
の
予
約
制
に
つ
い
て

出
張
年
金
相
談
の
予
約
制
に
つ
い
て

◎予約の方法◎

①年金手帳をご準備ください。
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高
千
穂
高
校
剣
道
部
総
監
督
の

佐
伯
浩
美
さ
ん
（
48
）
が
、
昨
年
11

月
の
昇
段
試
験
で
、
剣
道
教
士
八

段
に
昇
段
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
伯
さ
ん
が
昇
段
試
験
に
臨
ん

だ
の
は
11
月
27
日
。
前
日
と
合
わ

せ
１
６
８
８
人
が
受
審
し
、
合
格

は
そ
の
内
14
人
、
合
格
率
は
０
・
83

％
と
い
う
超
難
関
で
し
た
。

　

２
月
26
日
に
は
、
全
国
各
地
か

ら
支
援
者
や
剣
道
関
係
者
、
高
千

穂
高
校
関
係
者
な
ど
約
２
６
０
人

を
招
い
て
盛
大
に
祝
賀
会
が
催
さ

れ
、
昇
段
を
祝
う
と
共
に
、
陰
で
支

え
る
小
百
合
夫
人
の
労
を
ね
ぎ
ら

い
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
佐
伯
さ
ん
は
、「
試
験

の
時
は
無
心
に
な
れ
、
い
い
技
が

出
せ
た
。
最
後
は
恩
師
の
吉
本
政

美
先
生
が
背
中
を
押
し
て
く
れ
た

も
の
と
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
挨

拶
。「
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
今
後

も
剣
道
修
行
に
精

進
し
、
微
力
な
が
ら

剣
道
発
展
に
貢
献

で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
」
と

気
持
ち
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。

　

佐
伯
浩
美
さ
ん
は
熊
本
県
の
高

森
町
出
身
。
高
森
中
学
校
を
卒
業

後
は
剣
の
道
を
極
め
よ
う
と
高
千

穂
高
校
へ
と
剣
道
留
学
し
、
人
生

の
師
と
な
る
故
吉
本
政
美
先
生
に

師
事
。
高
校
時
代
に
は
全
国
高
校

総
体
、
玉
竜
旗
大
会
で
準
優
勝
を

果
た
す
な
ど
活
躍
し
、
進
学
し
た

筑
波
大
学
で
は
関
東
学
生
剣
道
優

　

高
千
穂
小
学
校
児
童
が
鍛
錬
を

積
む
高
千
穂
第
一
剣
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
、
宮
崎
県
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
本
部
か
ら
団
体
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
表
彰
式
は
、
２
月
24
日
に

宮
崎
県
武
道
館
で
あ
っ
た
宮
崎
県

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
会
議
の

中
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
20
年
以
上
の
長

き
に
亘
り
活
動
を
続
け
、
顕
著
な

活
動
が
他
の
模
範
と
な
る
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
、
今
年
度
は
県
内
11
の
単
位

団
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

高
千
穂
第
一
剣
道
は
、
昭
和
43

年
に
結
成
。
以
来
44
年
間
に
亘
り

数
多
く
の
少
年
剣
士
達
を
育
成
し

輝
か
し
い
成
績
を
残
す
な
ど
、
剣

道
の
ま
ち
高
千
穂
を
支
え
る
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
と
し
て
活
動
。
現
在

は
男
子
10
人
、
女
子
５
人
の

計
15
人
が
日
々
心
と
技
に

磨
き
を
掛
け
る
べ
く
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

８
年
ほ
ど
前
か
ら
代
表

指
導
者
と
し
て
高
千
穂
第

一
剣
道
を
率
い
る
白
石
英

生
さ
ん
（
42
）
は
、「
歴
代
の

指
導
者
や
育
成
会
長
、
保
護

者
、
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力

の
お
陰
で
活
動
が
続
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
高
千
穂
は
剣
道

の
ま
ち
で
す
。
今
後
も
一
人

で
も
多
く
入
部
し
て
も
ら

い
、
高
千
穂
第
一
剣
道
の
歴

史
を
刻
ん
で
い
き
た
い
」と

受
賞
を
喜
ぶ
と
共
に
、
感
謝

の
気
持
ち
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。

勝
大
会
で
優
勝
。
卒
業
後
は
中
学

校
教
諭
と
し
て
剣
道
部
の
指
導
に

当
た
り
、
高
千
穂
中
学
校
監
督
時

代
に
は
同
校
が
全
国
中
体
連
で
優

勝
。
そ
の
後
も
赴
任
先
の
椎
葉
中

学
校
を
九
州
大
会
で
準
優
勝
に
導

く
な
ど
優
れ
た
指
導
力
を
発
揮
。

故
吉
本
政
美
監
督
の
後
継
と
し
て

高
千
穂
高
校
剣
道
部
総
監
督
に
就

任
さ
れ
て
か
ら
は
、
全
国
高
校
総

体
優
勝
３
回
、
玉
竜
旗
大
会
優
勝

３
回
、
国
民
体
育
大
会
優
勝
な
ど
、

全
国
的
な
大
会
で
高
千
穂
高
校
の

名
を
轟
か
せ
て
お
り
、
同
校
に
は

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
名
将
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

尚
、
高
千
穂
高
校
で
生
徒
指
導

担
当
の
佐
伯
先
生
は
、
生
徒
や
先

生
方
か
ら
、
親
し
み
を
込
め
て
「
佐

伯
隊
長
」
と
呼
ば
れ
頼
り
に
さ
れ

る
存
在
で
も
あ
り
ま
す
。

◎
高
千
穂
第
一
剣
道
が
県
本
部
か
ら
ス
ポ
少
団
体
表
彰

◎
高
千
穂
第
一
剣
道
が
県
本
部
か
ら
ス
ポ
少
団
体
表
彰

少
年
剣
士
達
が
巣
立
っ
た
歴
史

少
年
剣
士
達
が
巣
立
っ
た
歴
史
4444
年

◎
高
千
穂
第
一
剣
道
が
県
本
部
か
ら
ス
ポ
少
団
体
表
彰

少
年
剣
士
達
が
巣
立
っ
た
歴
史

少
年
剣
士
達
が
巣
立
っ
た
歴
史
4444
年

団体表彰を受けた高千穂第一剣道スポーツ少年団

■
高
千
穂
高
校
剣
道
部
を
率
い
る
隊
長
が
難
関
突
破

■
高
千
穂
高
校
剣
道
部
を
率
い
る
隊
長
が
難
関
突
破

佐
伯
浩
美
さ
ん
が
最
高
段
位
の
八
段
に

佐
伯
浩
美
さ
ん
が
最
高
段
位
の
八
段
に

■
高
千
穂
高
校
剣
道
部
を
率
い
る
隊
長
が
難
関
突
破

佐
伯
浩
美
さ
ん
が
最
高
段
位
の
八
段
に

佐
伯
浩
美
さ
ん
が
最
高
段
位
の
八
段
に

▼約２６０人が全国から参集した祝賀会
▲高千穂高校で指導に当たる佐伯総監督
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住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は

　

一
般
住
宅
に
取
り
付
け
る
も
の

で
、
火
災
に
よ
る
煙
ま
た
は
熱
を

い
ち
早
く
感
知
し
、
火
災
の
発
生

を
『
火
事
で
す
、
火
事
で
す
』
な
ど

の
音
声
や
『
ピ
ー
、
ピ
ー
』
と
い
っ

た
警
報
音
で
知
ら

せ
て
く
れ
る
機
器

で
す
。
住
宅
用
火

災
警
報
器
（
以
下

住
警
器
）
を
設
置

す
る
こ
と
に
よ
り
、
万
が
一
就
寝

中
に
火
災
が
発
生
し
た
場
合
で
も

素
早
く
避
難
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

 

義
務
化
は
い
つ
か
ら
？

　

新
築
住
宅
に
つ
い
て
は
、
平
成

18
年
６
月
１
日
か
ら
既
に
住
警
器

の
設
置
が
義
務
付
け
さ
れ
て
い
ま

す
。
既
存
住
宅
に
つ
い
て
は
、
高
千

穂
町
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、
平

成
23
年
６
月
１
日
か
ら
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
す
。
よ
っ
て
５
月

31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要
で
す
。

 

な
ぜ
設
置
が
義
務
化
に
？

　

皆
さ
ん
も
よ
く
、
テ
レ
ビ
等
で

住
宅
火
災
の
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
す

る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
住
宅
火

災
に
よ
る
死
者
の
う
ち
約
６
割
が

逃
げ
遅
れ

に
よ
る
も

の

で

す

。

　

特
に
、就

寝
中
の
時

間
帯
で
あ

る
０
時
か
ら
６
時
で
死
者
が
多
く

出
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
火
災
に
よ

る
犠
牲
者
を
減
ら
す
た
め
に
、
火

災
の
発
生
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
て

く
れ
る
住
警
器
の
設
置
が
義
務
化

と
な
り
ま
し
た
。

　
　

 

住
警
器
は
ど
こ
に
設
置
す
る
の
？

　

住
宅
の
す
べ
て
の
寝
室
に
設
置

し
ま
す
。
２
階
に
寝
室
が
あ
れ
ば

階
段
室
に
も
設
置
が
必
要
で
す
。

 

ど
こ
で
買
え
る
の
？
価
格
は
？

　

住
警
器
は
、
電
器
店
や
ガ
ス
販

売
店
、
住
宅
設
備
業
者
さ
ん
、
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。
価
格
は
、
機
能
に
も
よ
り

ま
す
が
１
個
４
千
円
か
ら
８
千
円

く
ら
い
が
目
安
で
す
。

 

取
り
付
け
な
い
と
ど
う
な
る
の
？

　

仮
に
、
設
置
が
５
月
31
日
ま
で

に
で
き
ず
、
６
月
１
日
以
降
未
設

置
状
態
に
な
っ
た
と
し
て
も
罰
せ

ら
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。で
す
が
、
な
る
べ
く
早
く
設

置
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

火
災
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た

め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
取

り
付
け
ま
し
ょ
う
。

 
 

待
ち
に
待
っ
た
春
到
来
で
す
ね
。
し
か
し
、
こ
の
季
節
は
日
中
と
夜
間

及
び
朝
方
の
気
温
差
が
大
き
く
な
り
ま
す
の
で
、
体
調
管
理
に
は
十
分

気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強

い
日
も
多
く
な
り
、
火
災
の
発
生
し
や
す
い
状
態
と
な
り
ま
す
の
で
、
火

の
取
扱
い
に
は
厳
重
な
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
今
回
は
、『
住
宅
用
火
災
警
報
器
』
設
置
義
務
化
に
つ
い
て
お
伝

え
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
高
千
穂
町
立
小
・

中
学
校
教
職
員
教
育
研
究
論
文
の

表
彰
式
が
、３
月
７
日
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
町
内
小
・
中
学
校
の

教
諭
や
講
師
か
ら
14
点
の
応
募
が

あ
り
、
そ
の
中
か
ら
田
原
中
学
校

の
宮
田
由
香
養
護
教
諭
（
40
）
が
ま

と
め
た
「
自
ら
の
生
活
習
慣
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
改
善
す
る
プ
ロ

セ
ス
を
学
ぶ
生
徒
の
育
成
～
健
康

課
題
の
改
善
と
メ
デ
ィ
ア
接
触
の

あ
り
方
を
通
し
て
～
」
が
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

宮
田
養
護
教
諭
は
、
テ
レ
ビ
や

Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
メ
デ

ィ
ア
と
接
す
る
時
間
や
見
る
番
組

な
ど
を
生
徒
自
ら
が
選
択
し
、
実

践
す
る
力
を
付
け
る
こ
と
が
生
活

習
慣
の
改
善
に
繋
が
る
と
の
考
え

か
ら
、
月
１
回
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
週
間
を
設
定
。
生
徒
が
、
目

標
に
対
す
る
実
践
結
果
を
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
で
自
己
評
価
し
改
善
す

る
努
力
を
す
る
こ
と
で
、
テ
レ
ビ

な
ど
を
見
る
時
間
が
次
第
に
減
少
。

保
護
者
か
ら
も
「
勉
強
や
手
伝
い
、

家
庭
で
の
会
話
が
増
え
た
」
と
の

声
が
聞
か
れ
る
な
ど
効
果
が
上
が

り
、
改
善
へ
の
過
程
や
結
果
、
考
察

な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
田
養
護
教
諭
は
「
教
職
員
が

お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、
論
文
を

元
に
ま
た
他
の
学
校
で
の
新
た
な

取
り
組
み
に
繋
が
れ
ば
嬉
し
い
」

と
受
賞
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
　

■ 

表 

彰 

結 

果 
■

▼
最
優
秀
賞
＝
宮
田
由
香
養
護
教

諭
（
田
原
中
）
▼
優
秀
賞
＝
俵
晋
一

郎
教
諭
・
宇
戸
田
貢
教
諭
（
高
千
穂

小
）
、
眞
方
秀
昌
教
諭
（
上
野
中
）
、

蛯
原
仁
美
養
護
教
諭
（
岩
戸
小
）

▼
奨
励
賞
＝
安
藤
義
隆
教
諭
（
上

野
小
）
、
松
ノ
木
陽
平
教
諭
（
高
千

穂
中
）
▼
努
力
賞
＝
野
崎
み
ち
え

教
諭
（
高
千
穂
小
）
、
橋
本
香
織
教

諭
（
高
千
穂
小
）
、
先
坊
真
二
教
諭

（
押
方
小
）
、
石
井
仁
教
諭
（
田
原

小
）、近
藤
ゆ
み
子
教
諭（
岩
戸
小
）、

甲
斐
珠
理
講
師
（
上
野
小
）
、
伊
藤

修
人
講
師
（
高
千
穂
中
）
、
池
島
尚

子
教
諭
（
岩
戸
中
）

高
千
穂
町
立
小
・
中
学
校
教
職
員
教
育
研
究
論
文

高
千
穂
町
立
小
・
中
学
校
教
職
員
教
育
研
究
論
文

宮
田
由

宮
田
由
香
養
護
教
諭

養
護
教
諭
（
田
原
中
）

（
田
原
中
）
が
最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

高
千
穂
町
立
小
・
中
学
校
教
職
員
教
育
研
究
論
文

高
千
穂
町
立
小
・
中
学
校
教
職
員
教
育
研
究
論
文

宮
田
由

宮
田
由
香
養
護
教
諭

養
護
教
諭
（
田
原
中
）

（
田
原
中
）
が
最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

宮田由香養護教諭（田原中）

住宅火災警報器の設置例

５月31日までに設置を
お願いします！
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さ と う  は る ひ

佐藤遥陽くん
三田井北・栗毛下

か  い  てるあき

甲斐瑛暁くん
下押方・西上

平成21年７月生平成21年７月生平成21年７月生平成21年７月生

ひ ら の  ね  ね

平野寧々ちゃん
町区・花の木平

うちくら ふ う と

内倉楓人くん
下河内・古夕塩

ご と う  しゅうたろう

後藤秀太朗くん
神殿・寺迫

ま は ら  あつし

馬原 惇くん
東岸寺・中組

いいほし  め  い

飯干愛唯ちゃん
石原・東

★わがまち高千穂町においても、少子高齢

化の波が押し寄せています。そんな時代だ

からこそ、子ども達の笑顔は私達に明るい

未来を想像させてくれます。

　このコーナーでは１歳６ヶ月児健診の高

千穂っ子達の表情をご紹介しています！

「子育て支援金」をご存知ですか？「子育て支援金」をご存知ですか？ 出生時、小・中学校入学時の３回支給されます

　高千穂町では、出産を奨励し子育てを支援するこ

とにより、定住の促進と活力ある町づくりを図るこ

とを目的に支援金支給条例を制定しています。

　この子育て支援金は、次の条件を満たす方であれ

ば、所得に関係なくどなたでも申請し支給を受ける

ことができます。

 《条件１》 本町に住所があり定住が見込まれる方

 《条件２》 ２子以上の子を養育されている方

　申請をされる方は、振込先となる口座（父または母

の名義）の通帳と印鑑を持って、役場福祉推進課まで

おいでください。なお、申請は原則として、出生日あ

るいは入学式後３ヶ月以内です。

    支援金の内容

　支援金が支給されるのは、①出生時、②小学校入学

時、および③中学校入学時の３回です。

　支給額は　　第２子が　　 50,000円

　　　　　　　第３子以降　100,000円　です。

※この「子育て支援金」とは、以前は「出産奨励金」と

　して、出生時および１歳到達時に支給していたも

のですが、平成18年度の制度改正

により、１歳到達時支給分が小学

校入学時に変更され、さらに追加

で中学校入学時にも支給するこ

とになりました。ですから、既に 

　１歳到達時に支給を受けた方は、小学校入学時で

　の支給を受けることはできません。

  ■詳しいことに関するお問い合わせ先■

  役場福祉推進課 ７３－１２０２（担当：有藤）
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ど
ん
な
病
気
な
の
？

　

「
睡
眠
時
」
に
「
無
呼
吸
」
状
態
に

な
る
病
気
で
す
。
こ
の
「
無
呼
吸
」

と
は
10
秒
以
上
呼
吸
が
停
止
す
る

状
態
で
す
。
こ
の
無
呼
吸
が
１
時

間
に
５
回
以
上
、
ま
た
は
７
時
間

の
睡
眠
中
に
30
回
以
上
あ
る
方

は
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
と
診

断
さ
れ
ま
す
。

　

無
呼
吸
が
続
く
こ
と
で
体
に
負

担
が
か
か
り
生
活
習
慣
病
に
な
る

こ
と
や
、
ニ
ュ
ー
ス
等
で
報
道
さ

れ
た
電
車
の
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
事
件

の
様
に
、
昼
間

の
眠
気
に
よ
る

事
故
（
交
通
・
労

災
）
に
関
係
す

る
た
め
、
本
人

だ
け
で
な
く
社
会
的
に
も
問
題
と

な
る
病
気
で
す
。

　

原
因
は
？　
　
　
　
　
　
　

　

睡
眠
時
無
呼
吸
は
、
上
気
道
（
空

気
の
通
り
道
）
が
閉
塞
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
起
こ
り
、
閉
塞
の
原
因

は
、
首
周
り
の
脂
肪
の
沈
着
、
扁
桃

肥
大
ア
デ
ノ
イ
ド
、
気
道
へ
舌
が

落
ち
込
む
、
鼻
が
曲
が
っ
て
い
る

等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
主
に
肥
満

体
型
の
方
に
多

い
の
で
す
が
、

ま
れ
に
痩
せ
型

で
顎
の
細
い
方

が
無
呼
吸
症
候

群
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

症
状
は
？

　

い
び
き
・
日
中
の
眠
気
（
車
の
運

転
中
や
会
議
中
）・
倦
怠
感
・
不
眠
・

起
床
時
の
頭
痛
・
熟
睡
感
が
無
い

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
検
査
を
！

　

無
呼
吸
を
指
摘
さ
れ
た
り
、
無

呼
吸
症
候
群
の
疑
い
が
あ
る
場
合

は
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。
ま
ず
は
掛
か
り
付
け

の
医
師
に
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

基
本
的
に
は
夜
間
の
睡
眠
時
の

状
態
を
診
る
た
め
、
入
院
し
て
の

検
査
と
な
り
ま
す
。

　

治
療
法
は
？

　

Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
（
鼻
マ
ス
ク
・
持
続
陽

圧
呼
吸
法
）
、
口
腔
内
装
置
（
マ
ウ

ス
ピ
ー
ス
）
、
外
科
手
術
治
療
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

予
防
は
で
き
ま
す
か
？

　

ま
ず
は
、
生
活
習
慣
の
改
善
が

大
切
で
す
。

《
日
常
生
活
で
で
き
る
注
意
点
》

①
肥
満
解
消

　

減
量
す
る
こ
と
が
大
変
有
効
な

予
防
法
で
あ
り
治
療
法
で
す
。

②
ア
ル
コ
ー
ル
制
限

　

就
寝
前

の
飲
酒
は

舌
の
筋
肉

が
ゆ
る
み
、

気
道
へ
舌

が
落
ち
込

み
や
す
く

無
呼
吸
を

悪
化
さ
せ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
控
え
ま

し
ょ
う
。（
図
参
照
）

③
禁
煙
や
節
煙

　

喫
煙
は
、
気
道
粘
膜
に
刺
激
を

与
え
粘
膜
が
腫
れ
、
い
び
き
が
出

や
す
く
無
呼
吸
が
強
く
な
る
た
め

控
え
ま
し
ょ
う
。
禁
煙
を
お
勧
め

し
ま
す
。

④
横
向
き
に
寝
ま
し
ょ
う

　

仰
向
け
に
寝
る
と
気
道
に
舌
が

落
ち
込
み
や
す
く
な
る
た
め
、
な

る
べ
く
横
向
き
に
寝
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

◎
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
は
、
適

切
な
検
査
を
行
っ
た
上
で
、
本
人

に
あ
っ
た
治
療
を
行
う
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
保
健
セ
ン
タ
ー

げ
ん
き
荘

７
３―

１
７
１
７
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
は
、
快
適
な
睡
眠
で
き
て
い
ま
す
か
？
お
父
さ
ん
の
大
き
な
い

び
き
が
急
に
「
・
・
・
・
・
」
。「
息
し
よ
る
と
？
」
と
心
配
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

　

今
月
は
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

基
状
態

検
査

　

治

　

Ｃ
圧
呼

さ
ん
は
、
快
適
な
睡
眠
で
き
て
い
ま
す
か
？
お
父
さ
ん
の
大
き
な
い

が
急
に
「
・
・
・
・
・
」
。「
息
し
よ
る
と
？
」
と
心
配
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
かもかも

あ
な
た
の
い
び
き
は
大
丈
夫
？

あ
な
た
の
い
び
き
は
大
丈
夫
？

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
かもかも

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
かも
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合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
補
助
金
制
度
に
つ
い
て

　

高
千
穂
町
で
は
、
平
成
23
年
度
（
平

成
23
年
４
月
～
平
成
24
年
３
月
）
に
合

併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
予
定
し
て

い
る
方
を
対
象
に
、
設
置
費
用
の
一
部

を
補
助
す
る
事
業
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
補
助
金
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
補
助
金
申
込
書
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
役
場
町
民
生
活
課
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
補
助
対
象
と
な
る
浄
化
槽
は

10
人
槽
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

【
詳
し
い
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ
】

役
場
町
民
生
活
課

　


０
９
８
２
―
７
３
―
１
２
０
３

国

税

専

門

官

採

用

試

験

の

受

験

者

を

募

集

し

ま

す

　

人
事
院
と
国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門

官
採
用
試
験
受
験
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

①
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
（
学

歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

②
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
で
、
大
学
を
卒
業
さ
れ
た
方
、

及
び
平
成
24
年
３
月
ま
で
に
大
学
を

卒
業
見
込
み
の
方

【
申
込
書
の
受
付
期
間
】

４
月
１
日
（
金
）
～
４
月
14
日
（
木
）

【
第
一
次
試
験
】　

６
月
12
日
（
日
）

【
申
込
用
紙
】　

人
事
院
九
州
事
務
局
、

熊
本
国
税
局
、
又
は
最
寄
り
の
税
務
署

に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
験
申
込
先
】　

希
望
す
る
第
一
次

試
験
地
に
よ
り
申
込
先
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
次
の
と
こ
ろ
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

①
人
事
院
九
州
事
務
局

　


０
９
２
―
４
３
１
―
７
７
３
３

②
熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　


０
９
６
―
３
５
４
―
６
１
７
１

③
延
岡
税
務
署

　


０
９
８
２
―
３
２
―
３
３
０
１

　

※
（
自
動
音
声
案
内
）

九
州
電
力
か
ら
カ
ラ
ス
営
巣

箇
所
の
情
報
提
供
に
つ
い
て

　

九
州
電
力
延
岡
営
業
所
管
内
で
は

２
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
電
柱
上
へ

カ
ラ
ス
の
営
巣
活
動
が
活
発
に
な
り
、

放
置
す
る
と
営
巣
材
と
電
力
設
備
の

接
触
に
よ
る
広
範
囲
の
停
電
が
発
生

「交通遺児等育成資金」のご案内

【対象者】　自動車事故により死亡または重度の後遺

障害が残った方のお子様（０歳～中学校を卒業まで）

を対象とし、その保護者の生活状況が、一定の要件（住

民税の非課税等）に合致する方。

【貸付金額（貸付対象者一人に対して）】

　貸付と同時に一時金　　　　　１５５,０００円

　貸付期間中　月額　　　　　　　２０,０００円

　小・中学校入学時に入学支度金　 ４４,０００円

【貸付期間】　貸付決定の月から中学卒業の月まで

【利子】　無利子

【返還方法】　一括返還または、20年以内の均等割賦

（月賦・半年賦・年賦）による返還方法を選択。（高校・大

学に進学した場合、在学期間は返還猶予できる）

「介護料支給」のご案内

【対象者】　自動車事故で「脳」、「脊髄」、「胸腹部臓器」

を損傷し、重度の後遺症を持ち、「常時」又は「随時」の

介護が必要となった方。

【支給額】

　○常時要介護の方：自賠責後遺障害等級

　　「１級１号」又は「１級２号」

　　   月額：５８,５７０円～１３６,８８０円

　○随時要介護の方：自賠責後遺障害等級

　　「２級１号」又は「２級２号」

　　   月額：２９,２９０円～　５４,０００円

■詳しい内容についてのお問い合わせ先■

　　　自動車事故対策機構 宮崎支所

　　　０９８５－５３－５３８５まで。

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
情
報

「
捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
と
な
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
ふ
た
を
集
め
て
世
界
の
子
供
達

に
ワ
ク
チ
ン
を
届
け
よ
う
！
」

※
町
内
の
学
校
や
事
業
所
な
ど
で
展

開
さ
れ
て
い
る
活
動
で
す
。

▼
２
月
の
回
収
で
は
約
２
４
０
㌔
・

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
１
２
０
人
分
）
を

回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◎
次
回
は
４
月
16
日
（
土
）
の
午
前

10
時
～
11
時
ま
で
、
役
場
玄
関
前
で

回
収
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

０
８
０
―
２
７

０
８
―
４
１
５
２
（
富
高
さ
ん
）
ま
で
。



わが町の人口
 ３月１日現在、住民基本台帳

 世帯数　5,188戸（－  7戸）

 　男　　6,660人（－ 17人）

 　女　　7,382人（－  8人）

 　計　 14,042人（－ 25人）

 　　２月中の死亡 15人

 　　　　　　出生  7人

 　　　　　 （ ）内は前月差

私達のお茶を召し上がれ

　３月３日はひなまつり。下

野東の光寿保育園では、卒園を

控えた年長園児が、保護者やお

じいちゃん、おばあちゃんを招

いてお茶を披露するのが20年

以上前からの恒例。日頃から基

本的な礼法を学ぶ園児達は、琴

の調べに包まれた会場で厳か

にお菓子やお茶を運び、おもて

なしをしました。

　３月15日、役場駐車場では

高千穂町みどり推進会議によ

る緑化木配布があり、高千穂小

緑の少年団が募金活動を行い

ました。募金は野鳥と共生する

森づくりに役立てられます。

編

集

後

記
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今月の表紙 

まちのひとコマ

 
ム

　

こ

う

た

ろ

う

こ

う

や

ゆ

う

き

よ

し

き

ゆ

な

は

る

と

 
　す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
定
期
巡
回
に

よ
り
未
然
防
止
に
務
め
て
い
ま
す
が
、

膨
大
な
電
力
設
備
及
び
カ
ラ
ス
営
巣

箇
所
が
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
対
応
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
営
巣
箇

所
を
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
情
報
提
供

の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
情
報
提
供
連
絡
先
】　

　

九
州
電
力
延
岡
営
業
所

　


０
１
２
０
―
９
８
６
―
７
０
１

青

年

海

外

協

力

隊
・
シ

ニ

ア

海

外

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

募

集

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
国
際

協
力
機
構
）
で
は
、「
青
年
海
外
協
力

隊
」「
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

の
春
募
集
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

に
合
わ
せ
、
事
業
概
要
な
ら
び
に
「
体

験
談
＆
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

■
青
年
海
外
協
力
隊

満
20
歳
～
満
39
歳
で
日
本
国
籍
の
方

■
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

満
40
歳
～
満
69
歳
で
日
本
国
籍
の
方

【
説
明
会
】　

４
月
13
日
（
水
）
19
時

宮
崎
市
民
プ
ラ
ザ
４
階
大
会
議
室

【
お
問
い
合
わ
せ
】

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
宮
崎　

（
財
）
宮
崎

県
国
際
交
流
協
会

　


０
９
８
５
―
３
２
―
８
４
５
７

※
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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小
学
生
～
高
校
生
の
国
際
交
流

夏
休
み
海
外
派
遣
参
加
者
募
集

　

文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法
人
・
国

際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
10
事
業
で

夏
休
み
海
外
派
遣
事
業
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

【
参
加
費
】　

23
万
円
～
54
万
円

【
対
象
】　

小
学
３
年
生
～
高
校
３
年

生
（※

事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

【
派
遣
先
】　

米
国
・
英
国
・
豪
州
・
カ

ナ
ダ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
サ
イ
パ
ン
・

カ
ン
ボ
ジ
ア
・
フ
ィ
ジ
ー

【
内
容
】　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
・
文
化
交
流
・
学
校
体
験
・
英
語

研
修
・
地
域
見
学
・
野
外
活
動
な
ど

【
日
程
】　

７
月
23
日
（
土
）
～
８
月

14
日
の
８
～
18
日
間
（※

事
業
に
よ
り

異
な
り
ま
す
）

【
説
明
会
】　

福
岡
会
場
で
５
月
15
日

◎
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
】

（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　


０
３
―
６
４
５
９
―
４
６
６
１

　

FAX
０
３
―
６
４
５
９
―
４
６
３
３

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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　※

〔 

〕
内
は
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん

中
尾
洸
太
郎
く
ん　
　

《
大
野
原
》

　

 

〔
達
也
さ
ん
・
雅
子
さ
ん 

二
男
〕

甲
斐
康
椰
く
ん　
　
　

《
町
区
》

　

 

〔
輝
樹
さ
ん
・
美
貴
さ
ん 

長
男
〕

安
藤
結
貴
ち
ゃ
ん　
　

《
下
押
方
》

　

 

〔
義
隆
さ
ん
・
美
穂
さ
ん 

二
女
〕

佐
藤
義
希
く
ん　
　
　

《
上
永
の
内
》

 

　

〔
靖
浩
さ
ん
・
久
美
子
さ
ん 

長
男
〕

花
堂
優
奈
ち
ゃ
ん　
　

《
神
殿
》

　

 

〔
祐
樹
さ
ん
・
佳
奈
さ
ん 

長
女
〕

佐
藤
悠
音
く
ん　
　
　

《
神
殿
》

　

 

〔
圭
二
さ
ん
・
久
美
さ
ん 

二
男
〕

 　
　
　
　

該
当
な
し

住　

所　

 

遺
族
名　

続
柄 

物
故
者

上　

野　

山
本　

敬　

母　

好
子

町　

区　

佐
保
タ
ミ　

夫　

安
範

黒
仁
田　

飯
干
秀
男　

母　

シ
ヅ
ノ

五
ヶ
村
東　

甲
斐
ス
ミ
子　

夫　

佐

町　

区　

木
田
繁
生　

母　

サ
カ
エ

山　

附　

甲
斐
重
吉　

父　

邦
男

神　

殿　

飯
干
澄
男　

父　

光

河　

内　

川
上
一
郎　

父　

祥
二
郎

宮
崎
市　

廣
末
武
夫　

弟　

國
光

三
田
井
東　

興
梠
シ
ゲ　

夫　

邦
男

　

３
月
11
日
、取
材
を
終
え
て
午
後
４

時
前
に
役
場
に
帰
る
と
、
各
課
職
員
が

テ
レ
ビ
に
釘
付
け
。
何
か
あ
っ
た
の
か

と
画
面
を
見
る
と
仙
台
平
野
を
飲
み

込
む
津
波
災
害
の
生
中
継
。
そ
の
様
子

は
思
わ
ず
「
こ
れ
現
実
で
す
か
？
」
と

い
う
声
が
出
て
し
ま
う
程
、
想
像
を
絶

す
る
光
景
で
し
た
。
何
度
も
繰
り
返
さ

れ
る
津
波
襲
来
の
模
様
や
何
も
無
く

な
っ
た
ま
ち
の
様
子
な
ど
が
映
し
出

さ
れ
る
度
、何
度
も
涙
が
溢
れ
そ
う
に

な
り
ま
し
た
。
簡
単
な
言
葉
で
は
被
災

地
の
皆
さ
ん
の
辛
さ
や
苦
し
み
、不
安

な
ど
を
表
現
で
き
そ
う
に
あ
り
ま
せ

ん
。
原
発
も
気
に
な
る
ば
か
り
。
間
接

的
に
で
も
自
分
達
に
で
き
る
支
援
を

考
え
行
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ジ

ャ

イ

カ

■
金
賞
作
品
■

気
を
つ
け
て 

心
つ
ら
ぬ
く 

言
葉
の
矢

　
　
　
　

高
千
穂
中
３
年　

甲
斐
涼
子

手
を
つ
な
げ 

み
ん
な
仲
間
だ 
笑
顔
咲
け

　
　
　
　

田
原
中
１
年　

河
内
由
衣

深
め
よ
う 

人
と
人
と
の 

心
の
き
ず
な

　
　
　
　

岩
戸
中
２
年　

佐
藤
友
樹

ア
ハ
ハ
ハ
と 

笑
い
の
絶
え
な
い 

毎
日
を

　
　
　
　

上
野
中
３
年　

工
藤
珠
未

■
銀
賞
作
品
■

優
し
さ
は 

心
を
う
め
る 

１
ピ
ー
ス

　
　
　
　

高
千
穂
中
３
年　

甲
斐
彩
香

閉
ざ
さ
れ
た 

心
の
扉
の 

鍵
さ
が
そ
う

　
　
　
　

田
原
中
２
年　

甲
斐
七
彩

助
け
合
い 

優
し
さ
あ
ふ
れ
る 

笑
顔
の
町

　
　
　
　

岩
戸
中
２
年　

佐
藤
千
聖

そ
の
人
の 

心
の
声
を 

聞
い
て
み
て

　
　
　
　

上
野
中
２
年　

尾
﨑
美
奈

平
成
平
成
2222
年
度
年
度 

高
千
穂
町
人
権
啓
発
標
語
優
秀
作
品
を
紹
介
し
ま
す

高
千
穂
町
人
権
啓
発
標
語
優
秀
作
品
を
紹
介
し
ま
す

り
ょ
う
こ

ゆ　

い

と

も

き

た

ま

み

み　

な

ち

さ

と

な

な

せ

さ

い

か



　
　

　
　

町
広

報
　

高
千

穂
　

　
３

月
号

　
№

５
３

４
　

毎
月

2
0
日

発
行

　
編

集
と

発
行

／
宮

崎
県

高
千

穂
町

企
画

観
光

課
　


(
0
9
8
2
)
7
3
-
1
2
0
7
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16162011（平成23年）３月号

伝
統
の
臼
太
鼓
踊
り

い
い
思
い
出
で
き
た

綺
麗
な
高
千
穂
の
花

は
し
ら
か
す
ば
～
い

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
力
作

　

高
千
穂
町
花
き
園
芸
組
合
（
後

藤
廣
範
組
合
長
）
は
２
月
９
日
、内

倉
町
長
に
出
荷
の
最
盛
期
を
迎
え

た
冬
花
の
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。

特
産
の
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス
、
ス
イ

ー
ト
ピ
ー
、
デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
は

11
月
後
半
か
ら
３
月
い
っ
ぱ
い
出

荷
。
主
に
東
京
、大
阪
、京
都
、福
岡

方
面
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
後

藤
組
合
長
は
「
年
末
か
ら
気
温
が

低
く
暖
房
の
燃
料
代
が
掛
か
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
花
が
ゆ
っ
く

り
咲
い
た
お
か
げ
で
色
合
い
も
良

く
、
花
に
厚
み
が
あ
り
日
持
ち
が

良
い
。
高
い
評
価
で
燃
料
代
は
取

り
戻
せ
そ
う
で
す
」
と
、高
値
で
の

取
引
に
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

　

本
組
の
荒
立
神
社
駐
車
場
で
２

月
13
日
、
熱
し
た
青
竹
の
破
裂
音

で
邪
気
を
払
い
、
無
病
息
災
や
五

穀
豊
穣
な
ど
を
願
う
鬼
の
目
は
し

ら
か
し
の
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
夜
明
け
前
か
ら
大
勢
の

人
達
が
集
ま
り
、
破
裂
寸
前
に
な

っ
た
青
竹
を
石
に
叩
き
付
け
て
は

し
ら
か
し
に
挑
戦
。
納
得
い
く
大

き
な
音
が
す
る
ま
で
何
度
も
挑
戦

す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
本
組

地
区
で
は
、
伝
統
的
な
行
事
を
後

世
に
語
り
継
ご
う
と
、
３
年
前
か

ら
若
手
で
組
織
す
る
本
組
降
神
会

（
興
梠
安
徳
会
長
）
が
こ
の
行
事
の

準
備
・
運
営
を
担
当
。
餅
つ
き
な

ど
も
行
わ
れ
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
発
生
な
ど
を
考
慮
し
、
残
念
な

が
ら
中
止
と
な
っ
た
第
26
回
神
話

の
高
千
穂
建
国
ま
つ
り
。
実
行
委

員
会
（
飯
干
智
敬
委
員
長
）
で
は
、

「
前
夜
祭
や
パ
レ
ー
ド
に
参
加
予

定
だ
っ
た
子
ど
も
達
に
何
か
思
い

出
を
残
し
て
あ
げ
た
い
」
と
、建
国

記
念
の
日
当
日
の
２
月
11
日
に
高

千
穂
神
社
後
藤
俊
彦
宮
司
の
ご
配

慮
で
神
事
と
写
真
撮
影
を
行
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、お
母
さ
ん

達
が
準
備
し
て
い
た
手
作
り
の
衣

装
な
ど
を
身
に
ま
と
い
、
緊
張
し

た
表
情
で
神
事
に
参
列
。
神
社
の

拝
殿
な
ど
を
バ
ッ
ク
に
ポ
ー
ズ
を

決
め
記
念
撮
影
し
て
い
ま
し
た
。

　

町
中
央
公
民
館
入
り
口
の
壁
面

に
は
、
12
月
か
ら
布
片
を
縫
い
合

わ
せ
て
作
ら
れ
た
神
楽
の
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
の
力
作
が
飾
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
制
作
し
寄
贈
し
た
の

は
、
週
１
回
中
央
公
民
館
で
趣
味

の
自
主
講
座
を
開
く
キ
ル
ト
ク
ラ

ブ
花
み
ず
き
（
矢
野
美
恵
子
代
表
）

の
皆
さ
ん
。
一
部
注
連
縄
の
部
分

と
２
つ
の
注
連
飾
り
、
手
力
雄
命

の
ど
っ
さ
り
（
髪
の
部
分
）
に
本
物

の
稲
藁
や
紙
な
ど
を
使
っ
て
い
る

も
の
の
、
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
布

製
で
、
手
力
雄
と
鈿
女
の
舞
を
リ

ア
ル
に
表
現
し
て
い
ま
す
。
作
品

の
幅
は
約
２
㍍
あ
り
、
訪
れ
る
人

達
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

火
伏
せ
の
御
利
益
が
あ
る
こ
と

で
知
ら
れ
る
上
野
龍
泉
寺
で
、
旧

暦
１
月
24
日
の
初
地
蔵
に
あ
た
る

２
月
26
日
、
恒
例
の
地
蔵
祭
り
が

あ
り
ま
し
た
。
お
祭
り
に
は
、年
に

一
度
の
ご
開
帳
に
合
わ
せ
て
、
町

内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
達
が
訪

れ
、地
蔵
様
に
参
拝
後
、火
伏
せ
の

お
札
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
火
災
の
発
生
が
無
い
様
祈

願
す
る
消
防
団
幹
部
や
団
員
の
姿

も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
通
り
に

は
露
店
も
並
び
賑
わ
っ
た
ほ
か
、

境
内
で
は
上
野
の
下
組
地
区
と
黒

口
地
区
の
保
存
会
が
伝
統
の
臼
太

鼓
踊
り
を
披
露
し
、
祭
り
の
雰
囲

気
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

し

め

な

わ

と
も
た
か
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